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様式第２号（第３条関係） 

審 議 会 会 議 録 
 

 会 議 名 称 令和７年度 第２回 伊達市立図書館運営協力会 

議   題 (1) 教育長への提言について 

開 催 日 時  令和７年９月５日（金） 15時00分～16時40分 

場   所  伊達市立図書館 ２階 視聴覚室 

出 席 委 員 

 本多 正機 委員  小林 浩路 委員  大倉 幸子 委員 

 須藤  亮 委員  太細 奈々 委員  坪  美幸 委員 

 寺尾 かのこ委員  成沢 優美 委員（計８名） 

所管部課名 教育部図書館 

公 開 

非 公 開 

の 別 

■  公 開 傍聴者の人数 ０名 

 □  非公開 非公開の理由  

【会議の概要】 

 １ 開会（事務局：図書館長） 

 ２ 議題 

(1) 教育長への提言について・・・・・・・・・・・・・ 資料１～２ 

【事務局案のとおり可決。質疑応答は別紙のとおり】 

 ３ その他 

     【別紙のとおり】 

 ４ 閉会 
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【別紙（「２ 議題(1)」の協議内容等）】 

会 長：議題(1)教育長への提言について、事務局より説明願います。 

事務局：＜資料に基づき説明＞ 

会 長：ただいまの説明に対して、意見・質問はあるか。 

委 員：これまでの提言の中に民営化及び管理者制度を導入しないとあるが、新し

い図書館では導入されないが、現図書館の後利用施設ではどうなるのか。 

事務局：現在サウンディング調査も行われているが、後利用施設がどのように取り

扱われるかは未定となっている。児童書コーナーの設置は求めていきたい

が、活用方法によっては管理者制度による運用となることはある。 

委 員：後利用施設は子ども図書館のようなものではないのか。 

事務局：設備の関係からも貸出などは考えておらず、本に親しむスペースを設置し、

借りたい本があれば図書館で借りて頂くように考えていた。 

委 員：図書館のことを考えていない事業者が管理することもあるのか。 

事務局：今回の調査は活用案を求めているもので、提案をそのまま受け入れるよう

なことも無く、意見が全く反映されないということにはならない。 

委 員：協力会として意見を発することは出来るのか。 

事務局：調査結果を受けて市がどのような方向性を打ち出すことになるかはわから

ないが、今回の提言を発出する段階では何も決まっていないので、次年度

以降、その動向を見極めて求めるべきものを求めていくことになると考え

ている。その際は貸出などの図書館機能ではなく、読み聞かせスペースな

どのサポート機能を求めることになる。 

委 員：現館閉館後は他館も含めて貸出は出来ないのか。 

事務局：他館であってもシステム処理を行うことが出来ないため、貸出については

新館開館まで行うことが出来ない。その代わりではないが、蔵書に関係の

無い読み聞かせやボランティア活動は継続を要求しても良いのではない

かと考えている。 

委 員：室蘭市の読み聞かせ団体の話によると閉館している間に活動が制限されて

いたため、開館しても参加者は戻って来なかったと聞いた。そのことも

あったので活動を継続するために公共施設を利用出来ないか検討してい

るところだった。所有している本も多くないので、閉館している間も団体

活動として貸出を配慮して貰えないか相談したいと考えていた。新館でも

現館でも構わないので活動を継続させて頂きたい。 

委 員：活動を切れ間無く継続することが大切であり、子どもは成長してしまうの

で、短い期間でも継続することが望ましい。 

委 員：ボランティアの育成はどのように考えているのか。 

事務局：現状も常に募集しており具体策を持ち合わせている訳ではないが、新館で

は専門的な立場で常駐してくれる方が居れば尚良いと考えている。 
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委 員：ボランティアを指導するのは司書だと思うが、そこまで余裕があるかもわ

からない中ではボランティアのリーダーを養成したら良いのではないか。 

事務局：新館では当初は職員も理解が及ばないことも想定されるので、ボランティ

アの養成については意識を持って、学生なども含めて受け入れられれば良

いと考えている。 

委 員：職員が２名増えたが、パートタイム職員についてはどう考えているのか。 

事務局：忙しい曜日や時間帯のみ働いて貰うのであれば人件費も大きくない。夜間

延長を検討しているが、委託が叶わなかった場合には直営ということも考

えなければならず、パートタイムの扱いになるかも知れない。 

委 員：ボランティアバンクのようなものはどうか。 

委 員：ボランティアコーディネーターはどうか。 

委 員：ボランティア同士の横の繋がりが無いと話題になったことがあったが、そ

こを上手く調整して貰えると良いのではないか。 

委 員：先日も児童館の行事を紹介頂いたことがあったが、これまでそのようなこ

とは無かったので、それこそコーディネーターのようなことだと思う。 

事務局：図書館でも様々な事業展開をしている中で、お手伝いを頂ける方々の輪は

広がっているのは確かであり、今後も横の繋がりは広がっていくものと考

えている。 

委 員：これまで図書館のボランティアは専門職だったと思うが、これから必要に

なるのは特定の専門職ではないと理解した方が良いのではないか。 

事務局：現在もイベントの講師やスタッフは予算も無く無償でお願いしている。職

員は運営に携わらないことが多いので、イベント運営については専門職で

ないボランティアを組織化することも一つと考えられる。 

委 員：高校生等の学生はどうなのか。 

事務局：過去には高校生ボランティアも居たが卒業や先生の異動で自然消滅してし

まう。現在もだて学で図書館活性化のために発案やイベントを実施してお

り、図書館以外をテーマにしているグループと積極的に繋げて頂くことも

あることから、現状では良い関係が築けている。 

※学校図書館・学校司書についての議論は省略。 

事務局：次回は今回の議論を反映した提言案を提示するので議論していきたい。 

委 員：（全員了承） 

 

３ その他 

＜大倉委員から報告＞ 

  ・第64回社会教育研究全国集会参加報告について 
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過去に提言されている事項（〇改善及び改善見込、△検討、－未対応） 

〇先進機器の設置利用 ※H19、29、30 

〇民営化及び指定管理者制度を導入しない ※H20 

〇情報拠点としての充実 ※H20 

〇図書館事業の積極的な周知 ※H20、23・24、25 

〇開館時間の延長 ※H21、23･24、25、26、27、28、29、30、R6 

〇閲覧席、子どもスペースの充実 ※H21、23・24、29、R6 

〇地域文庫増設 ※H21、22、25 

〇電子書籍対応 ※H22 

〇高齢者及び障がい者対応 ※H22、R6 

〇図書館増改築（新築） ※H25、26、27、28、29、30、R元、2、3、4、6 

〇子どもの読書活動推進計画策定 ※H25 

〇古本交換会及び交換市の実施 ※H26 

〇閉架書庫カビ対策 ※H26 

〇先進地視察研修の実施 ※H26 

〇レファレンスサービスの充実 ※H28 

〇貸出ランキング公表 ※H29 

〇開架書架の増設 ※H29、R6 

〇図書館の利用拡充 ※H30、R2、3、4、6 

△ボランティア育成 ※H19、20、22 

△職員の資質向上（専門研修への積極的な参加） ※H20、28 

△郷土資料の整理 ※H22 

△職員配置の充実 ※H23･24、28、29、R3、4、6 

△夜間照明の増設 ※H26、R6 

△児童書の配架基準見直し ※H29、30、R2 

－学校図書室との連携 ※H22、25、26、30、R元、2、3、4 

－バス路線の改善 ※H26 

－学校図書館司書配置 ※H27 

－小中学生読書感想文及び感想画の活性化 ※H28 

資料１ 



 

 

 

令和６７（２０２４2025）年度 

 

伊達市立図書館運営協力会提言書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６７（２０２４2025）年１１月８28日 

 

伊達市立図書館運営協力会 

 

 

 

 

資料２ 
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※提言内容確定後に修正 

はじめに 

私たち伊達市立図書館運営協力会は、平成１９年の設立以来、市民ア

ンケート、先進地公立図書館の視察研修、講師を招聘した各種学習会等

を実施しながら本市立図書館の現状や課題、望ましい将来像等について

市民目線に沿い多岐に渡って議論を重ね提言を行ってまいりました。 

特に開館から４４年が経過し老朽化した現図書館の整備に向けては幾

度も提言してまいりましたが、市の財政状況により事業凍結となった経緯

がありました。 

しかしながら、令和６年に入り、『伊達市立図書館整備基本構想』が策

定され、それに基づき図書館基本設計も公表されました。現在は実施設計

の真っただ中、令和７年には建設が始まり、令和８年春には完成、夏には新

図書館の運用が始まる見通しとなっています。 

  伊達市立図書館運営協力会としては、新図書館建設が伊達市が掲げる

『子どもの笑顔が真ん中にあるまち』の理念に基づいた、子どもの笑顔が

地域の子育て世代だけでなく、全ての世代を含む市民全体、まち全体に元

気や活力を生み出すまちづくりの取組の一つであると受け止めています。 

新図書館を中心に子どもや若者、高齢者が活躍できる環境づくりこそが、

伊達市の魅力をさらに磨き上げ、子育て世代も含めたあらゆる世代に選ば

れるまちとして発展していくものと考えますので、この提言を反映させつつ、

現図書館から新図書館へ連綿と図書館運営が行われることを願います。 

 

伊達市立図書館運営協力会 会長 本多 正機 
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１ 図書館整備について ※内容確定後に修正 

  図書館施設の整備については、現在実施設計が進められており、その経過につ

いても報告を受けているところですが、次の大きく４点について改めて配慮していた

だきたい。 

１点目は、開架資料数の維持と展示方法の充実について、特に開架数の減少が

想定されている児童書・絵本については、読み聞かせスペースの構造を工夫するな

どして、少しでも書架を増やすよう検討していただきたい。 

また、書架を増やすことで面展示の充実を図り、子どもに対して視覚的に訴え掛

け、興味を抱かせる工夫に配慮していただきたい。 

※郷土資料の保存管理公開について追記 

２点目は、学習スペースの充実と利用時間の拡大について、カルチャーセンター

などの公共施設で学習したいという一定のニーズが確認されている中、個別学習

室の席数確保とＪＲやバスなどの運行時間を踏まえた開館時間の延長について検

討していただきたい。 

なお、開館時間の延長にあたっては図書の貸出も含めて検討していただきたい。 

３点目は、従来の図書館機能の維持と市民に求められる第３の場（サードプレイ

ス）としての充実について、図書館は静寂な読書空間を確保すべきという従来型の

考え方を大切にしながらも、今後訪れる人口減少や社会構造の変化に対応するよ

う、図書館が第３の場をリードすべく会話や飲食を可能とするスペースを設け、図書

館に対する多様な考え方の共存を図るよう館内スペースの明確化を検討していた

だきたい。 

４点目は、周辺環境の整備について、バリアフリーの観点からも大型遊具・遊戯

施設なども含めた中で、利用者ニーズを想定したゆとりある駐車場の確保、周辺通

路の舗装化を検討していただきたい。 

また、開館時間の延長を前提に学生利用を踏まえ、歴史の杜公園内の夜間照明

の設置を増やすなど適切な照度による防犯対策を施し、安心で安全な環境づくり

に配慮していただきたい。 
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２ 図書館職員の適正配置について ※内容確定後に修正 

  現在の図書館職員の人員配置では現在の図書館を運営するにも充足している

とは言いがたく、これからの新図書館運用を見据えても、その移行のための準備段

階から職員の増員を図らなければ新図書館が求められている機能を果たすことは

難しいと考えます。 

本来であれば現在非正規職での採用となっている司書の正規職員化や新規採

用による増員が望ましいと考えますが、これまでも財政状況などから図書館ばかり

に人件費を投じることは難しいとの話も聞き及んでいることから、新図書館運用に

向けて最低限必要となる司書などの人員の早期確保を実現していただきたい。 

また、レファレンスサービスなどの司書が対応する図書館サービスについては、原

則として市直営を維持し、働き手の確保については、コアタイムのみのパートタイム

勤務も可能にするなどの働き方改革を柔軟に検討していただきたい。 

なお、開館時間の延長がなされる場合には、他の公共施設で運用されているよう

な外部委託を活用するなどし、夜間の建物管理などの図書館サービス以外の職員

負担を軽減するよう検討していただきたい。 

 

3 図書館ボランティアについて 

  ※現館閉館から新館開館までの活動場所について、新館または現館の活用を

図り、読み聞かせ・製作の継続、会議開催について配慮する。 

※新館運営にあたりボランティア活用と新規獲得について。 
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○伊達市立図書館運営協力会 

役 職 氏 名 所属団体等 選出区分 

会 長 本多 正機  公募 

副会長 小林 浩路 伊達市社会教育委員 有識者 

委 員 

伊藤 洋子 いとう文庫主宰 読書活動グループ 

大倉 幸子  公募 

近藤 大作 伊達市校長会 有識者 

須藤  亮 お話の森 読書活動グループ 

太細 奈々  公募 

坪  美幸 きつつきの会 読書活動グループ 

寺尾 かのこ  公募 

成沢 優美 伊達ブンブン文庫 読書活動グループ 

 

○委員会開催概要 

 開催日 議 事 

第 1回 令和 7年 7月 4日（金） ・会長・副会長の選出について 

・伊達市立図書館運営協力会について 

・教育長への提言について 

・伊達市子どもの読書活動推進計画について 

・伊達市立図書館運営基本方針について 

第 2回 令和 7年 9月 5日（金） ・教育長への提言について 

第 3回 令和 7年 10月 3日（金） ・教育長への提言について 

第 4回 令和 7年 11月 14日（金） ・教育長への提言について 

 

 


